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DuMA ニュースレター                                  2020年 9月１４日 

「平成３０年北海道胆振東部地震」から丸２年 

２年前の２０１８年９月６日、北海道で最大震度７を記録した胆振東部地震が発生しました。この地震は

日本の内陸被害地震（陸域のプレート内部で発生した）としては深さ３７ｋｍという、かなり深い所で発生

しました。 

日本ではこの深さの地震はプレート沈み込みによって発生するものが９９％です。通常、陸域で深さ３

７ｋｍでは、地下の温度が十分高くなっているため、岩石が「バリン」と割れる（＝地震）事は無いのです。

日本では唯一北海道中軸部（石狩低地帯と呼ばれる一帯）は、かつて北海道が２つの島（ユーラシアプ

レートに位置していた部分と、北アメリカプレートに位置していた部分）であった時代があり、その２つの

島が衝突して今の北海道になりました。衝突した事によって、厚い堆積層が地下深くまで存在する事に

なりました。これが石狩低地帯の原因で、北海道中軸部で地下の温度が日本の他の地域より低い原因

なのです。 

ただこれは 1000万年ほど前の話なのですが、その時代に発生した地質学的な事件が今の地震活動

にも影響しているのです。 

 

 

左）衝突時のプレート境界と胆振東部地震の震央（震源を地表に投影した点）。 

右）日本周辺のプレート配置を北極を中心に描いた図。東北日本が北アメリカプレートというのがよくわかる。 

 

胆振東部地震の被害 

 この地震における人的被害以外での最大の被害は、大規模な地滑りによる森の消失でした。次にお

示しする写真は読売新聞に掲載されたものです。このような大規模な地滑りが発生した例として、1999

年９月の台湾の集集地震（死者 2,400人超）がよく知られています。 
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胆振東部地震の余震活動 

 次にお示しする図は、胆振東部地震の余震活動を表したものです。断層が南北に走っているのがわ

かります。この図では地震は地震発生後から、２０２０年９月１０日までのマグニチュード２以上、深さ６０ｋ

ｍより浅い地震を全てプロットしてあります。 

 

 

  次に余震活動の現状を見てみましょう。 
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 次にお示しする図は、震源域の地震活動の時間的な推移です。縦軸は深さ（地表から６０ｋｍまで）、

横軸は２０２０年７月からとなっています。この図から地震が比較的深い所で発生したことがわかります。

また深い部分での余震活動は順調に減衰していると推察されます。 

 問題は、浅い所で、この部分は割れ残っていると考えられ、将来の震源域となる可能性が高い領域で

す。 

 

胆振東部地震の余震発生の時間推移 

 

日本およびその周辺の広域地下天気図® 

 今週は８月３日のニュースレターに続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領域の

解析です。主にマグニチュード７以上の地震を対象とした解析です。 

 

今週お示しするのは９月１０日時点の L タイプ地下天気図と M タイプ地下天気図です。 

大局的には８月にお示しした地下天気図と同じ傾向ですが、L タイプでもタイプでも、襟裳岬近傍の地

震活動静穏化がよりはっきり見えてきたという事です。近畿・中国・四国地方の静穏化も引き続き注視す

べき状況です。 

先週お示しした中部・近畿・中国・四国地方の地下天気図と静穏化のパターンが違いますが、これは

先週の地下天気図は過去２０年間のより小さな地震まで使って解析したものであり、今週お示しするもの

は、東日本大震災以降のおよそ９年間の地震活動、さらに解析に使用した地震のマグニチュードの大き

さが異なっており、どちらが正しいとか間違っているというものではありません。このあたりが地下天気図

を読み解く上で難しい所なのですが、現在、確実な地震予知が出来ない段階では、地下の天気概況と
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も言える「地下天気図」解析で、日本列島のどこにどんな異常が生じているかをまずお知らせしておりま

す。 

 

 

９月１０日時点の地下天気図（左：L タイプ、右：M タイプ） 
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